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お客様・パートナー様各位  

fusion_place 4.0 

リリースのご案内 

 

2015年 9月 4日 

株式会社フュージョンズ 

 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

本日、fusion_place の新バージョン「4.0」をリリース致しましたことをお知らせ申し

上げます。 

 

記 

1. リリースの位置づけ 

本リリースは、一般向きリリースです。また、メジャーバージョンアップですので、

fusion_place standard も提供されます。 

2. ご提供方法 

弊社（contact@fusions.co.jp）にお問い合わせください。お試しにご利用になる場

合は、試用ページ（http://www.fusions.co.jp/products/trial/）からインストーラをダ

ウンロード頂けます。試用許諾条件・使用許諾条件とも、旧バージョンから変更あ

りません。既存のバージョンからのアップデートは大変簡単です。弊社担当にご相

談下さい。  

3. 主な機能改善点 

① アプリケーション単位のバックアップ機能 アプリケーションを指定して、そのマ

スタ及び全データをファイルにバックアップする機能を設けました（マネージャの

メニューから[ファイル＞アプリケーションバックアップ]を実行）。また、そのフ

ァイルをもとに新しいアプリケーションを作成することができるようにしました

（アプリケーション新規作成画面に選択肢追加）。#27 

② フォームにて配賦処理を可能に 配賦処理には、従来、Excel-Link にて対応してい

ましたが、フォームでも配賦処理を可能にするために、以下の２点の改善を加えま

した： 
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(1) ビュー元帳の設定において、基底ディメンションを、それと等価な別のディメ

ンションに読み替えることができるようにしました。これにより、費用配賦処理に

おいて、配賦額を、配賦先部署別に集約し、配賦元金額を含む元帳に転記すること

ができます（部署ディメンションを借用した「配賦先部署」ディメンションをもと

の部署ディメンションに読み替えることにより、フォームにより、配賦先部署別配

賦受入額を部署別元帳に転記できる）。#311 

(2) フォームでデータを保存後、再度、そのフォームでデータを取得して再計算を

行い、保存するという処理をサーバ側で繰り返すオプションを設けました。上記(1)

と併せ、繰り返し配賦が可能になります。#312 

③ サーバメモリ消費量の一時的増大の抑制 従来、一部の処理実行時に、サーバでの

メモリ消費量が増大し、極端な場合には、メモリ不足で実行できないというケース

がありましたが、これを改善し、処理途上でのメモリ消費量増大を抑制しました。

#331, #298,#307 

④ 連結経営管理用途向け機能拡充 連結消去のセグメント内／間判定を簡単に行え

るよう以下の機能を拡充しました： 

(1) テキスト式で、多階層のセグメント内／間判定を行えるようにしました。具体

的には、ディメンションメンバオブジェクトに「lowest_common_ancestor」とい

うメソッドが追加されています。#362 

(2) テキスト式の、メンバ間の関係を判定するメソッド全般で、同内容の（＝直接

間接に借用関係のある）ディメンションのメンバを混在させることができるように

しました。これを用いると、例えば会社ディメンションとそれを借用している相手

先ディメンションの組み合わせでセグメント内／間判定を簡単に行えます。#363 

⑤ ディメンションメンバの検索機能 ディメンションメンバ画面に検索機能を追加

しました。メンバツリーパネル上で右クリックして表示されるメニューから「検索

(S)...」を選択すると、メンバ検索条件指定画面が表示されます。なお、「ツリーに

含まれないメンバ」も検索対象となります。#221 

 

他にも多数の細かな機能改善・不具合修正を織り込んでいます、詳しくはインスト

ーラに添付された change-log.4.0.0.4.txt をご覧ください。 
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4. インストール方法 

（クラウドでご利用の場合、インストールは必要ありません。） 

インストール手続き自体は旧バージョン(3.2以前) と変わりませんが、インストー

ルの前に、旧バージョンでお使いのデータベースをバックアップするとともに旧版

のソフトウェアをアンインストールして頂く必要があります。詳細は、本リリース

のインストーラに同梱されているユーザマニュアル(fusionplace-usermanual.chm) 

の以下の項目をご参照下さい： 

 「fusion_placeをセットアップする」 

     ＞「02．セットアップ手続き」 

    ＞「04. fusion_placeをバージョンアップする際の手続き」 

また、インストール後、ユーザが fusion_place にログインする最初のタイミングで、

データベースが最新のレイアウトに移行されます。移行処理は完全に自動的に行わ

れますので、ユーザが手を煩わせる必要はありませんが、以下の点にご留意下さい。 

(ア) データベースに含まれるデータ量が大きい場合、移行処理に数分かかることが

あります。 

(イ) 移行されたデータベースファイル群を、もとのバージョンで使用できるレイア

ウトに戻すことはできません。 

以上 


